
生命（いのち、せ

いめい）について

（20230513）

いのち、せいめいの

違い。どこからきた

か。

科学は生命を人間

の手で操作→許さ

れるか？

いのち→大和ことば。

生命→中国からきた

外来語

文字を持たなかっ

た時代のことば。

生も死もない、い

のちがあった。

生と死の区別は明

確でなく連続した

もの

近くの洞穴など自

然にさらし、動物

に運んでもらった

り、象徴となるも

のを人も喰らった

いのちは循環する

もの

せいめい（生命）

→生と死の峻別、

断絶がある 逝ったものととも

に暮らした（見守

るもの）生命は神の創りた

もうたもの→尊厳、

倫理に反する

尊厳ある死を冒涜

するもの

こころのいのち、

たましいとつな

がっている

いのちはだれのも

のか？

自死とは？いのち

をいただいている

「プラン７５」とい

う映画。（75歳に

なったら自ら生死を

選択する）

迷惑をかけたくな

い

自分が自分らしく

あるときに決めた

い

周りからの圧力、

空気

医療では患者とし

て扱われる

高齢者のいのちを

どう考えているか

国にとっては統計

の数字、経済成長

に貢献しない

個人にとってはか

けがいのないもの

いのちの価値が軽

くなっている

生命はどう扱った

ら幸福になれるか

いのちはつながり

ではないか

長く引きこもって

いた

恋人ができ、この

人と一緒に～した

いと思った

引きこもりから抜

け出た

生きている身体

いのちは身体に宿

る

体とこころは一体

のものいのち→燃やすも

の

身体を動かすこと

→いのち

死にたい気持ち→

身体は生きたい

代謝すること（物

質、エネルギー、

情報）が生命

誕生、生まれるこ

と

卵子に受精してから

源海の羊水の中で、

地球36億年の進化の

歴史を背負って生ま

れてくる→系統発生

→個体発生

生命を人間の関係

でとらえたい

周りからの愛情に

よって人間となる

こと

自分以外の人がい

ること

人に生かされ、人

を生かす

人と人とのつなが

りの中でのいのち

いのちは自分だけ

のものではない



生命体は生物学的

なもの

生かされている→

授かりもの

こころは身体から

遊離したもの
観念、意識である

こと

身土不二→身と土

は一体で分けられ

ないもの。土から

生まれて土に還る

身のうちにこころ

は宿る→一体のも

の

たましいを感じ取

れる→こころがあ

るから

そこから夢や想像

力が出てくる

いろいろの人との

かかわりの結果で

の命だが自分の選

択を大切にしたい

最後は自分で選び

たい

死なないことは人

を生かすことにつ

ながる

生きていることが

何かにつながる

死ぬことを選ばな

い

いつ死ぬかわから

ない

何を考え何をいの

るのか、たましい

の言葉がいのち

血族とはつながり

のことか

血縁はなくても類とし

て仲間としてつながる

のが人間である

同時に殺し合いも

するシーシュポスの神

話→巨大な岩を山

頂に押し上げるよ

う命ぜられるが、

山頂の直前で岩は

必ず転がり落ちる

この苦行は永遠に

繰り返される

いずれは死んで全

ては水泡に帰すこ

とを承知している

にもかかわらず、

それでも生き続け

る→人間の宿命

生命は私の力（が

んの経験から）

目に見えない大事

なことを話し合う

いのちのとまり木

死を意識して生き

る→いまを大切に

命短し→いかに生

きるか

生きている→死ん

でいない

岩を押し続ける力

→生命の力→私の

力

常に変化し続けな

がら同一体を保ち

続ける→更新する

宇宙、地球におい

て循環するもの

こころ、意識は生

命の変化、プロセ

ス→いのち

死があることによ

り生が輝く

何を欲するのか

（What do you want

心の声として）


